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302 アル カラン （ア ル カリゲネス 産生 多糖体）水 瀋液の 粘農特性と適 用

（欄 葉株 式 会 社 ・四 日 市研 究 所 ）　 　 o 野 畑靖 浩 、黒 官 友美

ζ目的 】　「ア ル カラン 」とは 、 、堀 齪 惚 卵 θ 5 融 鍬 58 − 16 株（FERM 　Bρ一2  15）細菌が 生産した

ポリ
ー
｛一一を精 製 ・加 工 し、「化 粧 騒 原 料 基 準 成 分 （原 料 名 称 ：ア ル カリゲ ネス 産 生 多糖

体 ）」として 厚 生 省 の 認 町 を受 け た酸性 多 糖類 の 商 晶 名 で ある。ア ル カラン は 増 粘 剤 と

して 優 れ た 特 長 を有 して お り、その 特長 を活 か した 牝 粧贏墓 剤 へ の 適 用 につ い て卸 見

を得 られ たの で報
・
告する 。

K方法 及 び結異］  ア ル カラン O、丁％ 水 瀋液の 粘度 は 4・ocrw600 ［mpa ・s と高 く、低 配 合 量

で 製剤化 が可 能 で あり、ベ タつ きをおさえた製 品が できる 。   p 目 3祠 2 に おい て、水 瀋

液の 粘度は ほ ぼ
一

定 であることか ら、有 機 酸 を配 合 した製 品 が で きる 。   マ グ夲シ ウム

塩等の 2 価塩を配 含して もゲル 化 しない こ とか ら、アス 調 ル ビン 酸 リン 酸 エ ス テル マ グネ

シ ウム 塩等を配 合 した製 品 がで きる 。   エ タノー
ル 、 ヴリセ 幽 一ル 、 トリエ タノール ア ミン

等の 溶 媒 との 櫓 溶 性 島よく、二れ らを6 ◎％ 配 合 した水 溶 液 で も、 ゲル 化 ・沈澱 を生 じな

い こ とから 、 溶媒を配 禽した製 晶が で きる。

K将 来 へ の 羆 望 蘯化 粧昂 茎剤としてア ル カラン を使用 するこ とで 、化 粧 贔 配 合 原 料 の 選

択 範 囲 が広が tJ、多機 能な化粧 晶の 製 品化 が容易 に なる。
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303 アル カラン （アル カリゲネス 産生多糖体）水溶液の 乳化安定性能と適罵

（伯東株式会社 ・四 日帝研究所）　 ○黒宮友美、 野畑靖浩

臓 的］ アル カラン水溶液は、優れた増粘性を示し、その粘度は配禽成分（有機酸 、 塩）、 及び温

度に影響され難く、増粘剤として優れた精長を有してい る。 そして、アルカラン水溶液はべ タつ き

の ない 良婦な感触をもつ ことから、化粧品基材として有効で ある。 さらに今卿 は、ア ルカ『ランが 優

れた乳化安定効果を示すことに着自し、特長を活かした化粧品へ の 配含を検討した 。

紡 法及び結果］ アルカランの 乳化安定化効果を評価するために 、液状油剤で ある流勳パラフ

ィン、及 び撥水性の 強い メチル ポリシ幽キサンを用 い て試験を行 っ た。結果は、アル カラン 水溶瀬

中（O．06nga．1Wte／o ）に液状油斧亅の みを分散させた試料（界面活性剤無添加）は 、 嵩温 度（50
°

C ）に

放置にしたときに半年以上安定であっ た 。
こ の 結果を応用すると、皮膚刻激性のある界面活性剤

の配 含を著しく低減、或い は天然由来の レシ子ンなどを代替とした駕粧品を調製することができ

る。 そこで、アル カランを配合した巍液 、 或い はクリ
ーム を調製すると、低濃度の ア ル カラン配 合

で増粘効檗が得 られるだ けで なく、他の ポ リマ ーを配 合した場倉とは爨なる感触の 製剤とな っ

た 。

匿将来へ の 展望璽 ア ル カラン は墓剤として優れ た性能を示すに留まらず、良好な保湿性能など、

多くの 機能を持つ ことから、適用可離な範囲は非鬻に大きい と考えられる。
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